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慶應義塾大学
メディア・コミュニケーション研究所紀要

▶ 1　新型コロナウィルスとメディア

現代社会で起こる様々な問題の解決には，科学的な視点からの理解が必要となる場合が
多い。昨今その代表的な例として挙げられるのは，新型コロナウィルス（COVID-19）感
染拡大の問題である。新型コロナウィルス感染症は，2019年末から流行して世界中に広が
り，パンデミックとなった。発生後 1 年あまり経った現在（2020年12月時点）でも未だ収
束の行方が見えない状況にある。感染者が増え，世界中で多くの人が亡くなり，緊急事態
宣言や外出自粛，飲食業の営業短縮などによって人々の日常生活や経済にも大きな影響が
及んでいる。そしてメディア，特にテレビでは連日，有名人の感染，感染者数の増減から
経済への影響，政府や自治体の対応や医療現場の状況，ワクチンの開発などについて，
ニュース，ワイドショーを始めとした報道や関連番組が情報を伝えている。自分や身近な
人の生死にも関わる重要な問題であるため，受け手はその情報にくぎ付けになり，その結
果不安感を感じる人も多い。このような状況の中，ウィルスがどのように感染するのか，
感染の危険からどのように身を守るかを始めとしたさまざまな科学的情報は特に必要にな
るだろう。

メディアによって科学的な問題が報道されるジャーナリズムは科学コミュニケーション
の一つと言える（草深，2008）。広い意味での科学（サイエンス）コミュニケーションと
は，個々人ひいては社会全体が，科学を活用することで豊かな生活を送るための知恵，関
心，意欲，意見，理解，楽しみを身につけ，科学リテラシーを高め合うコミュニケーショ
ンである（渡辺，2017）。科学ジャーナリズムの場合，科学技術に関する情報は，多くの場
合科学者からジャーナリストへ伝えられ，メディアを介して人々に伝えられる。科学的な
データ，発見などをジャーナリストが橋渡しをして分かりやすく受け手に伝えることが，
科学ジャーナリズムひいては科学コミュニケーションにおいて重要な点である。特に新型
コロナウィルスの問題は，新たに発生したウィルスでもあり，感染が広まった当初はその
性質や影響などの科学的知見が少なかったと言える。そのためどのように感染が広がるの
か，またどのように感染を防いだらよいのかなどの科学的な情報が伝わりにくく，受け手
の不安感が高まることも多かった。このような状況下では，科学コミュニケーションがい
かにうまく行われるかが社会不安の低減や感染防止に大きな役割を果たすと考えられる。

科学的問題の報道に対する  
受け手の批判的態度 
―新型コロナウィルス報道・地球環境問題報道を例として―

川端美樹
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▶ 2　ジャーナリズムと科学コミュニケーション

日本では戦後の1950年代に政府主導の科学振興が始まり，1956年には科学技術庁が設置
されて科学技術に関する広報・啓発活動を行った（藤垣・廣野，2008）。マスメディアにお
いては，例えば1957年には朝日新聞社の東京本社に科学部が創設され，1953年から常設さ
れた科学欄の充実が図られた（高橋，2017）。初期の朝日新聞の科学部では，原子力と宇宙
開発が主なテーマとされ，その後，1970年代には海洋汚染や光化学スモッグなど，高度成
長時代がもたらした負の部分である公害，またその反対運動についてが多く報道された。

さらに1980年代後半になると，オゾンホールの発見を機に，地球規模の環境問題が国際
政治の場で取り上げられるようになった。国際政治の世界で東西冷戦が雪解けの時期を迎
えたこともあり，世界の国々が新たに協調して取り組むべきテーマとして地球環境問題に
スポットライトが当たり始め，地球温暖化防止のための国際会議が開かれて各国が対策を
協議するようになった。その影響を受け，日本のマスメディアの地球環境問題報道も急速
に増えていった（瀬川，2015）。今や地球環境問題は国際政治に関わる問題でもあるが，そ
の解決に科学的アプローチが必要なことは言うまでもないだろう。それゆえ，環境問題報
道も科学コミュニケーションの一種だと考えられる。その後，2011年の東日本大震災後の
津波による福島第一原子力発電所の事故により，放射能汚染が大きな問題になったが，地
球環境問題，放射能汚染のいずれもが人の目に見えない問題であるため，特に科学ジャー
ナリズムにより科学的な視点からその影響や被害，解決策が伝えられることが社会にとっ
て重要であり，必要なことだと言える。

▶ 3　科学コミュニケーションと批判的思考・態度

眞嶋（2012）は，科学と社会をつなぐ科学コミュニケーションにおける科学リテラシー
の重要性について指摘している。科学リテラシーは，科学のさまざまな分野の基礎概念と，
それぞれの分野における方法論的知識，および主張や証拠の価値を正当に評価・検証する
ために必要な一般的および領域固有のスキルからなる。中でも，科学リテラシーにおいて，
重要な役割を果たすのが批判的思考だという。特に，価値の正当な評価に必要なのは，こ
れまで批判的思考研究において指摘されてきた一般的および領域特殊的な思考のスキルで
あるが，それらのスキルは実行の際の認知的負荷が高いため，人はより負荷の低いヒュー
リスティック的な対処に依存しやすいという。そのようなヒューリスティク的思考への依
存の結果として，疑似科学的な主張を無批判に受け入れてしまうという問題が起こる。

新型コロナウィルスに関する報道は，そのウィルス感染の影響の大きさから，そして初
期の頃はまだ臨床的データの蓄積や知見の少なさなど状況の不確実さがあり，効果的な科
学コミュニケーションが困難な状況だったと考えられる。そのため，交錯した情報が人々
に不安を与えた可能性もある。そこで，新型コロナウィルスに関する報道に対する人々の
態度，特に批判的な態度を明らかにし，またその批判的態度に関わる要因を探ることは，
今後の科学コミュニケーションのあり方を考える一助となるだろう。

▶ 4　研究の目的

本研究ではメディアにおける科学的な問題の報道，中でも新型コロナウィルス報道と，
比較として同様に科学的側面を持つ社会問題である地球環境問題報道をとりあげ，その報
道に対する受け手の批判的態度が，批判的思考や主観的影響の認知，自己効力感などの諸
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要因とどのように関連しているかについて，実証的な調査によって探ることを目的とする。
また，その受け手の批判的態度と諸要因の関連を探り，新型コロナウイルス報道と地球環
境問題報道についての分析結果を比較して考察を行う。

▶ 5　研究の方法

本研究の方法としては，インターネットによる質問紙調査を行った。調査は2020年 8 月
17日に実施され，調査回答者は1,000名（男性・女性×20代・30代・40代・50代・60代以
上各100名ずつ割付，関東 7 都県在住）であり，有効回答数は999名（男性500名，女性499
名）であった。

調査に用いた質問項目は，新型コロナウィルス報道および地球環境問題報道に対する批
判的態度，新型コロナウィルス報道番組でのコメンテーターに対する批判，批判的思考（ク
リティカルシンキング）に関する尺度，新型コロナウィルスおよび地球環境問題から受け
る主観的影響および自己効力感，地球環境問題の深刻さ認知，デモグラフィック項目など
であった。

分析に用いた変数についてさらに詳細を述べると，まず，新型コロナウィルス報道につ
いての批判的態度については，「マスメディアで報道されている，新型コロナウィルスの影
響の深刻さは，大げさだ」，「マスメディアでは，新型コロナウィルスについての対策が報
道されている（逆転項目）」，「マスメディアでは，政府の新型コロナウィルス対策への批判
が多い」などの 5 項目について，それぞれ「全くそう思わない」から「とてもそう思う」
までの 5 点尺度で尋ねた。さらに，新型コロナウィルスを報道するテレビ番組に出てくる
コメンテーターについての批判的な態度について，「なぜこの重大事にこの人がコメントし
ているのかと思うコメンテーターがいる」，「専門外のコメンテーターが憶測で話している
ことがある」，「不安をあおるだけのコメンテーターが多い」，「コメンテーターは批判する
ばかりで，改善策や代案がない」などの 8 項目について各 5 点尺度で尋ねた。また，地球
環境問題報道への批判的な態度については，「マスメディアで報道されている，地球温暖
化・気候変動の影響の深刻さは，大げさだ」，「マスメディアでは，地球温暖化防止のため
に私たちができる対策が報道されている」，「マスメディアでは，地球温暖化問題の科学的
情報が報道されている」，「マスメディアでは，地球温暖化問題を外交・政治問題としての
み取り上げる傾向がある」の 4 項目について，5 点尺度で尋ねた。

批判的思考に関しては，磯和・南（2015）の「短縮版社会的クリティカルシンキング志
向性尺度」を参考に，「情報を，少しも疑わずに信じ込まないようにする」，「ものごとの理
屈を考える」，「人が話していることの矛盾に気づく」などの15項目を用いた。一方，新型
コロナウィルスから受ける主観的影響については「私にとって新型コロナウィルスは大き
な影響を及ぼす」，自己効力感については「新型コロナウィルスの感染を押さえるために，
私にも何かできることがあると思う」の各項目について 5 点尺度で尋ねた。地球環境問題
から受ける主観的影響については「私にとって気候変動や温暖化は大きな影響を及ぼす」，
自己効力感は「気候変動や温暖化を押さえるために，私にも何かできることがあると思う」
の各項目について 5 点尺度で尋ねた。さらに，地球環境問題の深刻さの認知に関しては，

「地球温暖化の問題は深刻である」，「地球温暖化が起こっていることについては，専門家の
間で合意が得られている」，「人間は自然を酷使している」などの 7 項目について各 5 点尺
度で尋ねた。なお，デモグラフィック項目としては，年齢，性別，子どもの有無を分析に
用いた。
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▶ 6　研究結果

6-1　新型コロナウィルス報道に対する批判的態度
まず，新型コロナウィルス報道に対する批判的態度の結果を図 1 に示す。全体的に批判

的な態度を持つ人はいずれの質問でも半数以下であったが，「マスメディアでは，政府の新
型コロナウィルス対策への批判が多い」に「ややそう思う」「とてもそう思う」と答えた人
が計43.7%で一番多かった。

なお，これらの 6 項目について主成分分析を行ったところ，2 つの因子が抽出された。
そのうち第 1 因子は「マスメディアでは，新型コロナウィルスについての対策が報道され
ている」，「マスメディアでは，新型コロナウィルスについての医学的情報が報道されてい
る」，「マスメディアでは，新型コロナウィルス感染状況のデータが報道されている」の 3
項目に因子負荷量が高く，また信頼度係数もα=.85だったため，この 3 項目を「科学コ
ミュニケーションとしての新型コロナ報道への批判尺度」として以下の分析に用いた。

新型コロナウィルス報道への批判的態度の回答を男女別に見ると，「マスメディアで報道
されている，新型コロナウィルスの影響の深刻さは，大げさだ」（χ²=19.6，p<.01），「マ
スメディアでは，政府の新型コロナウィルス対策への批判が多い」（χ²=11.0，p<.05），で
有意な差が見られ，男性の方がより大げさだと思い，より政府への対策批判が多いと考え
る傾向が見られた。また，「科学コミュニケーションとしての新型コロナ報道の批判尺度」
得点も，男性の方が有意に高かった。子どもの有無別で見たところ，「マスメディアで報道
されている，新型コロナウィルスの影響の深刻さは，大げさだ」（χ²=10.5，p<.05），「マ
スメディアでは，政府の新型コロナウィルス対策への批判が多い」（χ²=10.3，p<.05）で
有意な差が見られ，子どもがいる方が大げさではなく，政府への対策批判が多いと答える
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図1　新型コロナウィルス報道への批判的態度
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傾向があった。また「科学コミュニケーションとしての新型コロナ報道への批判尺度」得
点も男性の方が有意に高かった（t=2.3, p<.05）。さらに年齢と相関を見ると，「マスメディ
アで報道されている，新型コロナウィルスの影響の深刻さは，大げさだ」（r=-.16，p<.001），

「マスメディアでは，政府の新型コロナウィルス対策への批判が多い」（r=.07，p<.05），「マ
スメディアでは，新型コロナウィルスについて本当のことを伝えないので，SNSやネット
の口コミを見る」（r=-.21，p<.001）で有意な相関が見られ，若い人ほど報道が大げさだ，
政府への対策批判が多い，マスメディアは本当のことを伝えていないのでSNSやネットの
書き込みを見る，というより批判的な態度持っている傾向があった。科学コミュニケーショ
ンとしての新型コロナウィルス報道への批判態度も弱いながら若い方が有意に高かった

（r=.07，p<0.05）。
次に，新型コロナウィルス報道関連のテレビ番組に出てくるコメンテーターに対する批

判的態度についての結果を図 2 に示す。これらの項目について「ややそう思う」，「とても
そう思う」と答えた人の合計は，「専門外のコメンテーターが憶測で話していることがあ
る」と「コメンテーターは批判するばかりで，改善策や代案がない」では順に55.3%，53.6%
といずれも50%を超えていた。8 項目について因子分析を行ったところ，一因子解が得ら
れたため，以降の分析では 8 項目の得点を単純加算したものを「コメンテーター批判尺度」
として用いた（尺度の信頼性はα= .94であった）。

なお，コメンテーター批判尺度得点を男女別，子どもの有無，年齢との関連で見ると，
性差は見られなかったが，子どもを持たない人の方がより批判的な態度を持ち（t=-2.6, 
p<.001），年齢が高い人の方がより批判的な態度を持つ傾向があることが分かった（r=.168, 
p<0.001）。
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6-2　地球環境問題報道に対する批判的態度
次に，環境問題報道に対する批判的態度の結果を図 3 に示す。いずれの項目でも「どち

らでもない」を選んだ人が一番多かった（30～45%）が，4 項目の中では「マスメディア
では，地球温暖化問題を外交・政治問題としてのみ取り上げる傾向がある」という質問項
目に「ややそう思う」，「とてもそう思う」と答えた人が25.8%いた。一方，「マスメディア
では，地球温暖化防止のために私たちができる対策が報道されている」，「マスメディアで
は地球温暖化問題の科学的情報が報道されている」は逆転項目であったが，「全くそう思わ
ない」，「あまりそう思わない」と答えた人の合計がそれぞれ順に40.9%，36%だったため，
4 割程度の人が地球温暖化報道について，科学的情報や対策の伝達，すなわち地球環境問
題のマスメディアにおける科学コミュニケーションのあり方に関して批判的態度を持って
いることが明らかになった。

なお，これらの 4 項目について主成分分析を行ったところ，2 つの因子が抽出された。
そのうち第 1 因子は「マスメディアでは，地球温暖化防止のために私たちができる対策が
報道されている（逆転項目）」，「マスメディアでは，地球温暖化問題の科学的情報が報道さ
れている（逆転項目）」の 2 項目の因子負荷量が高く，また信頼度係数がα=.76だったた
め，この 2 項目を「科学コミュニケーションとしての環境問題報道への批判的態度」尺度
として以下の分析に用いた。

その回答を男女別に分析すると，「マスメディアで報道されている，地球温暖化・気候変
動の影響の深刻さは，大げさだ」という回答のみ有意な差があり（χ²=22.0，p<.001），男
性の方がより大げさだと思う傾向が見られた。子どもの有無別で見たところ，「マスメディ
アで報道されている，地球温暖化・気候変動の影響の深刻さは，大げさだ」（χ²=22.3，
p<.001），で回答に有意な差が見られ，子どもがいない人の方が大げさだと答えていた。ま
た，「科学コミュニケーションとしての環境問題報道への批判的態度」尺度の得点は，子ど
もがいない方が有意に高かった（t=2.3，p<0.05）。年齢と相関を見ると，「マスメディアで
報道されている，地球温暖化・気候変動の影響の深刻さは，大げさだ」という回答のみ有
意な相関が見られ，若い人ほど大げさだと考える傾向があることがわかった（r=-.16，p<.001）。
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6-3　新型コロナウィルス報道に対する批判的態度の関連要因
まず，新型コロナウィルス報道に対する批判的態度に関係する要因を探っていく。以下

の分析では，科学コミュニケーションとしての新型コロナウィルス報道への批判的態度，
政府の新型コロナウィルス対策への批判的報道の認知，そしてコメンテーターへの批判的
態度を従属変数とし，独立変数として新型コロナウィルスの影響認知および自己効力感，
批判的思考，年齢，性別，子どもの有無を用いた重回帰分析を行った。なお，批判的思考
については15項目に対して因子分析を行ったところ，3 つの因子が抽出された。そこで，
磯和・南（2015）を参考に，6 項目で尺度化した「対人的柔軟性（α=0.91）」，3 項目で尺
度化した「脱軽信（α=0.87）」，同じく 3 項目で尺度化した「探求心（α=0.84）」の 3 つの
下位尺度を作成した。

新型コロナウィルス報道に対する批判的態度に関連する要因を明らかにするため，重回
帰分析を行った結果を表 1 に示す。表 1 を見ると，科学コミュニケーションとしての新型
コロナウィルス報道への批判的態度を従属変数とした重回帰分析の結果，新型コロナウィ
ルスからの影響の認知の低さ，新型コロナウィルスへの自己効力感の低さ，さらに，批判
的思考に関しては，対人的柔軟性尺度（「たとえ意見が合わない人の話にも耳を傾ける」，

「他の人が出した優れた主張や解決案を受け入れる」など）の得点が低さが，科学コミュニ
ケーションとしての新型コロナウィルス報道への批判的態度に有意な係数となった。また，
脱軽信尺度（「情報を，少しも疑わずに信じ込まないようにする」，「何事も，少しも疑わず
に信じ込まないようにする」など）の得点の高さも科学コミュニケーションとしての新型
コロナウィルス報道への批判的態度に有意に説明力が高かった。

一方，政府の新型コロナウィルス対策への批判的報道の認知を従属変数とした重回帰分
析の結果は，新型コロナウィルスに関する自己効力感の高さ，対人柔軟性尺度得点の高さ，
そして脱軽信尺度得点の高さが政府の対策への批判的報道の認知度に有意な係数となって

表1　新型コロナウィルス報道への批判的態度を従属変数とした重回帰分析
標準化偏回帰係数（β）

科学コミュニケーション
としての新型コロナウィ
ルス報道への批判的態度

政府の新型コロナウィルス
対策への批判的報道の認知 コメンテーター批判

新型コロナウィルスからの影
響認知 -.107** .057 .067

新型コロナウィルスに関する
自己効力感 -.133** .079* .067

対人的柔軟性 -.245*** .169** .197***

脱軽信 .145** .113** .269***

探求心 .007  .011 .072

年齢 -.032 .013 .086**

性別（男性＝1，女性＝ 2） -.031 -.050 -.044

子どもの有無 -.002 -.019 -.026

R² .119 .117 .315

調整済みR² .111 .109 .309

N 999 999 999

*p<.05,  **p<.01,  ***p<.001
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いたことが明らかになった。
メディアにおける新型コロナウィルス関連番組のコメンテーターに対する批判的態度の

尺度を従属変数とした重回帰分析の結果では，対人的柔軟性，脱軽信，年齢の高さが，コ
メンテーターに対する批判的態度への有意な係数となることが明らかになった。

6-4　地球環境問題報道に対する批判的態度の関連要因
次に，地球環境問題報道に対する批判的態度に関連する要因についての重回帰分析の結

果を述べる。以下の分析では，従属変数として「科学コミュニケーションとしての地球環
境問題報道への批判的態度」と「マスメディア報道の地球温暖化・気候変動の影響の深刻
さは，大げさだ」を用いた。なお，科学コミュニケーションとしての地球環境問題報道へ
の批判的態度を従属変数とした分析については，決定係数の値がR²=.052と低かったため，
参考として結果を載せた。独立変数としては，環境問題の深刻さ認知，影響認知および自
己効力感，批判的思考（対人的柔軟性，脱軽信，探求心），年齢，性別，子どもの有無を用
いた。地球環境問題の深刻さ認知の 6 項目については，因子分析を行った結果，2 因子解
が得られたが，1 因子目に寄与率の高い 5 項目を選んで単純加算し，尺度化を行った（α
=.93）。

表 2 に地球環境問題報道に対する批判的態度に関連する要因を明らかにするため，重回
帰分析を行った結果を示す。表 2 を見ると，まず，「科学コミュニケーションとしての地球
環境問題への批判的態度」を従属変数とした分析では，地球環境問題の深刻さ認知の低さ，
そして脱軽信尺度が批判的態度の有意な係数であることがわかった。一方，「マスメディア
報道の地球温暖化・気候変動の影響の深刻さは，大げさだ」を従属変数とした分析では，
地球環境問題の深刻さ認知の低さ，地球環境問題に関する自己効力感の低さ，探求心尺度
得点，年齢の若さ，そして性別が有意な係数となった。

表２　環境問題報道への批判的態度を従属変数とした重回帰分析
標準化偏回帰係数（β）

科学コミュニケーションとしての地
球環境問題報道への批判的態度　

マスメディア報道の地球温暖化・気
候変動の影響の深刻さは，大げさだ

地球環境問題の深刻さ認知 -.120**  -.278***

地球環境問題からの影響認知 -.022  -.066

地球環境問題に関する自己効力感 -.079   -.118**

対人的柔軟性 -.023  .062

脱軽信    .159***  .041

探求心 -.094*   .140**

年齢 -.014  -.074*

性別（男性＝1，女性＝ 2）  .019  -.060*

子どもの有無 -.034 -.028

R²  .052  .167

調整済みR²  .043  .159

N 999 999

 *p<.05, **p<.01 ***p<.001
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6-5　新型コロナウィルス報道への批判的態度と地球環境問題報道への批判的態度の関連
新型コロナウィルス報道に対する批判的態度と地球環境問題報道に対する批判的態度の

関連を見るために，デモグラフィック要因のうち年齢と性別を制御変数とした偏相関分析
を行った（表 3）。

偏相関分析の結果によると，大多数の項目で有意な相関がみられたが，科学コミュニケー
ションとしての新型コロナウィルス報道への批判的態度と「マスメディアでは，新型コロ
ナウィルスについて本当のことを伝えないのでSNSやネットの口コミを見る」，「コメン
テーターへの批判的態度」の間には有意な相関が見られなかった。また，科学コミュニケー
ションとしての地球環境問題報道への批判的態度と「新型コロナウィルスの影響の深刻さ
は，大げさだ」，「マスメディアでは，政府の新型コロナウィルス対策への批判が多い」と
の間にも，有意な相関が見られなかった。

なお，科学コミュニケーションとしての新型コロナウィルス報道への批判的態度と科学
コミュニケーションとしての地球環境問題報道への批判的態度には，有意に高い正の相関
が見られた（r=40, p<.001）。つまり，科学コミュニケーションとしての新型コロナウィル
ス報道への批判的態度が強い人は，同様に科学コミュニケーションとしての地球環境問題
報道への批判的態度も強かった。さらに，政府の新型コロナウィルス対策への批判的報道
の認知とコメンテーターへの批判的態度にも有意な高い正の相関が見られた（r=45, p<.001）。

表３　�新型コロナウィルス報道に対する批判的態度と地球環境問題報道に対する批判的態度との偏相関�
（年齢・性別で制御）

変　数
相 関 行 列

1 2 3 4 5 6 7 8
1．�科学コミュニケーションとして
の新型コロナウィルス報道への
批判的態度

－

2．�マスメディア報道の新型コロナ
ウィルスの影響の深刻さは，大
げさだ

-.09** －

3．�マスメディアでは，政府の新型
コロナウィルス対策への批判が
多い

-.29** .27*** －

4．�マスメディアでは，新型コロナ
ウィルスについて本当のことを
伝えないので，SNSやネットの
口コミを見る

-.03 .29*** .26*** －

5．コメンテーターへの批判的態度 -.06 .11** .45*** .23*** －

6．�科学コミュニケーションとして
の地球環境問題報道への批判的
態度

.40*** .02 -.03 .11** -.14*** －

7．�マスメディアで報道されている，
地球温暖化・気候変動の影響の
深刻さは大げさだ

.07* .37*** .15*** .19*** -.13*** -.11** －

8．�マスメディアでは，地球温暖化
問題を外交・政治問題としての
み取り上げる傾向がある�

-.15*** .17*** .24*** .15*** .19*** -.28*** .23*** －

 *p<.05, **p<.01 ***p<.001
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▶ 7　考察

本研究では，新型コロナウィルス報道への批判的態度を従属変数とした重回帰分析の結
果において，いずれの従属変数にも有意な係数となっていた独立変数は，批判的思考の下
位尺度である対人的柔軟性と脱軽信であった。ほとんどが正の係数であったが，科学コミュ
ニケーションとしての新型コロナウィルス報道への批判的態度が従属変数の場合は，対人
的柔軟性は負の係数であった。また，新型コロナウィルスからの影響認知と自己効力感も，
科学コミュニケーションとしての新型コロナウィルス報道への批判的態度に有意な負の係
数となっていた。つまり，新型コロナウィルスの影響の認知や自己効力感が低いほど批判
的態度が強かった。

脱軽信尺度は，情報を疑わずに信じ込まないようにするという思考を測る尺度である。
このような批判的思考は，科学コミュニケーションとしての新型コロナウィルス報道への
批判的態度，および科学コミュニケーションとしての地球環境問題報道への批判的態度の
双方を説明する要因であった。前述したように，科学リテラシーには批判的思考が重要な
役割を果たしているというが（眞嶋，2012），今回の分析の結果，少なくともその下位概念
が科学コミュニケーションとしての報道を評価する重要なスキルであるということが確認
された。

一方，地球環境問題報道への批判的態度については，地球環境問題の深刻さの認知の低
さが，より強い批判的態度に寄与していた。問題が深刻でないと思うほど，批判もしやす
くなると思われる。特にマスメディアでの地球温暖化報道の深刻さは大げさだと思う人は，
地球環境問題の深刻さの認知が低いだけでなく，地球環境問題に関する自己効力感も低かっ
た。この結果より，地球環境問題のより効果的な科学コミュニケーションの必要性が再確
認されたと言えるだろう。

また，新型コロナウィルスの問題に比べ，地球環境問題はこれまでより長い期間，社会
的な問題として科学コミュニケーションや関連報道，情報伝達などが行われてきた。その
ため，より多側面での認知や態度の要因が批判的態度に関わっていると考えられる。今回
の分析では科学コミュニケーションとしての地球環境問題報道への批判的態度の要因を探
る重回帰分析は決定係数が低い結果となったが，今後の課題として，環境問題にかかわる
様々な独立変数をさらに検討することで，批判的態度に影響を与える要因についてより深
い理解が可能になると考えられる。

さらに，科学コミュニケーションとしての新型コロナウィルス報道への批判的態度と，
科学コミュニケーションとしての地球環境問題報道の批判的態度には高い正の相関が見ら
れた。すなわち，科学コミュニケーションとしての批判をする人は，どの対象にも同じよ
うに批判的態度を持つ傾向があると考えられる。また，そこには批判的思考のスキルに加
え，共通した「科学的なものの見方」が存在している可能性がある。しかしながら，科学
コミュニケーションとしての報道への批判的態度は，例えば政府の新型コロナウィルス対
策への批判の認知や地球環境問題報道が外交・政治問題になっているという批判，コメン
テーターへの批判的態度とは負の関連が見られた。このことから，科学的な報道への批判
的態度には，いくつかの異なる軸があることが考えられる。

科学的な報道に対する批判的態度には，年齢や性別，子どもの有無などのデモグラフィッ
ク要因とも関連があることが明らかになった。例えば男性や若い人，子どもを持たない人
の方がより批判的な傾向が見られた。科学的な問題は，人々の日常生活にも深くかかわる
問題である。そのため，人々の属性による状況によって，批判的な態度のあり方には差が
出るものと考えられる。
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最後に，科学コミュニケーションとしての地球環境問題報道への批判を見ると，「マスメ
ディアでは，地球温暖化防止のために私たちができる対策が報道されている」，「マスメディ
アでは地球温暖化問題の科学的情報が報道されている」に関して「全くそう思わない」，「あ
まりそう思わない」と答え，批判的態度を持つ人が 4 割程度いることが明らかになった。
地球温暖化報道についての科学コミュニケーションのあり方についての再検討の必要性を
示唆する結果と言える。一方，新型コロナウィルス報道については，現在のところ連日メ
ディアで報道されている問題であるため，対策や医学的情報，感染状況のデータが報道さ
れていると回答した人が30～40%いた。科学コミュニケーションとしての量は多く伝えら
れているが，今後はその質についても検討する必要があるだろう。
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